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堅実で精緻な技術で高い評価
にかほ市に工場を構える秋田化学工業株式

会社は昭和47年（1972年）の創業。亜鉛めっ
き技術に始まり、ニッケル・クロームめっき、
錫めっき、ステンレス電解研磨、アルマイトへ
と表面処理の技術を拡充してきた。現在では、
半導体部品から自動車・航空機部品、飲食業
用機器、医療用機器など、幅広い分野のめっ
き加工・表面処理を手がけている。また、平成
16 年には国内最大級の電解研磨工場を建設。
極小のステンレスから重量10トンの大物まで
対応できる工場は全国でも珍しく、関東のみな
らず関西や九州からも依頼がある。
　「私たちの仕事はお客様の製品に付加価値
を施してお返しすることです。金属すべてが扱
う対象になるので、受注の可能性は広いもの
の、種類や用途は無限にあり、求められる処理
は複雑になってきています。それでも私たちは
リスクが大きく難しい製品を手がけてきた実
績があり、評価をいただいている実感があり
ます」と技術・開発を担当する舟山さんは語る。

新技術ニフロコートにかける期待
現在手がける表面処理技術の主軸は、アル

マイト、無電解ニッケルめっき、電解研磨。そ
れぞれに専門企業がある中、複数のメニュー
で総合的に対応できる点は同社の強みでも
ある。

数ある処理技術の中で今注目されているの
は、自社開発の新技術「ニフロコート」（無電解
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数少ない表面処理技術の企業として県内外
に存在感を示す。傷に強く滑りやすい新技術

「二フロコート」でさらなる飛躍を！
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ニッケルPTFE）。この技術は皮膜の潤滑性・撥
水性・耐摩耗性・非粘着性に優れる特性を有し
ている。主な適用例として、ガス配管においては
流路内への微粒子の付着・堆積を抑制すること
でメンテナンス頻度の低減が図られ、他方、パー
ツフィーダー等においては摩耗防止と部品送り
の円滑化という効果が望まれる。この技術に
よって、これまで受注していなかった分野に適応
できるようになり、同社が提供する価値群が一
層充実することになる。

しかしながら、新技術には困難が付きもので
あった。研究室での試験は好条件下のため安定
するものの、いざ現場に持ち込んだ途端に不良
が発生する。現場での手付け作業でも品質を維
持できる手順や管理条件は何かを突き止めるべ
く、舟山さんは研究に励んだ。その結果、薬液の
経時変質に原因を見つけ、最適な濃度・温度・
手順や管理方法を定め、実用化に漕ぎ着けた。

工場の自働化・機械化が進む中、表面処理は
その繊細さから未だに手作業に頼るところが多
く、熟練工の勘に頼むところも大きい。しかし、
それ故に他社に真似されにくい、独自の領域を築
くことができる。「私たちはローテクを武器に、
高性能な表面処理をしています」と誇る舟山さ
んは、新たな価値創出のため、次の目標に取り組
み始めている。

A ニフロコート処理をした右側を見ると、撥水性の高さが一目瞭然
B 本社工場内の大型アルマイトライン

プレゼンテーションは話し手の印象や伝わりやすさも大切
な要素。コスチュームに工夫をこらした提案者も登場した。

審査委員からは提案の中身を掘り下げ、良さを引き出すよ
うな質問と激励が飛ぶ。

起業家交流展では約50ブースが設けられ、普段は馴染み
のない異業種間でも積極的なやりとりが見受けられた。
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あきたビジネスプランコンテスト最終審査会
あきた起業家交流フェスタ2017

秋田の起業家をサポートする「あきたビジネスプ
ランコンテスト」と「起業家交流展」を同時開催

開催
内容

技術課　課長補佐
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［会社概要］
半導体部品から自動車部品、医療機器など
多岐にわたる金属製品のめっき加工・表面
処理を行い、製品の機能向上に取り組む。
主要業務は電解研磨、無電解ニッケルめっ
き、無電解ニッケルPTFEめっきなどの表
面処理。電解研磨では国内最大級の処理
槽を持ち、重量10トンまでの処理が可能。
創業年：昭和47年

�“ビジコン”最終審査会概要
今年で5回目を迎える「あきたビジネスプランコンテ

スト」の応募数は21件。最終審査会には書類・面接審査
を通過した7名が登壇し、持ち時間10分でプレゼンテー
ションを行った。吟味を重ねた提案内容がより聴衆に届
くようにと、参加者たちは表現力を磨き、熱のこもったプ
レゼンテーションを繰り広げた。

厳正な審査を経て、井手彩名さんの「AIUから地域貢
献！『オリジナル英語接客マニュアル』制作します」が
グランプリと聴衆の投票で選ばれるオーディエンス賞
のダブル受賞を果たした。準グランプリには尾崎美由紀
さんの「『また生きたくなる、秋田』ストレスマネジメン
トセミナー事業」が選出された。

10月12日（木）・13日（金）の2日間、秋田拠点センター・
アルヴェを会場に「あきた起業家交流フェスタ2017」
を開催。12日には2F多目的ホールで「あきたビジネス
プランコンテスト2017」の最終審査会が行われた。1F
きらめき広場では創業・起業家同士の交流目的の「起業
家交流展」も行われ、賑わいを見せていた。

�メイド・イン・アキタの起業家の
サポートと交流目的のイベント開催�

受賞者紹介

井手 彩名 さん ［グランプリ／オーディエンス賞］

国際教養大学（AIU）の学生・井
手さんのプランは、外国人観光客を
想定した個別の英語接客マニュアル
を、AIUの学生の語学力を利用して
制作するというもの。学生たちの地
域貢献をしたいという思いをビジネ
ス化し、活性化に結びつけようとす
る内容が評価された。

事業概要
あきたビジネスプランコンテスト

秋田県内の創業・起業意識の醸成と、独創性のある経
営計画を持つ起業家を発掘するため、年に一度開催するコ
ンテスト。今年度の賞金総額は100万円。Facebook「あ
きたビジネスプランコンテスト」でも情報を発信中。

受賞結果一覧

グランプリ／オーディエンス賞●井手�彩名（秋田市）
AIUから地域貢献！「オリジナル英語接客マニュアル」制作します

準グランプリ●尾崎�美由紀（仙北市）
「また生きたくなる、秋田」ストレスマネジメントセミナー事業

グッドプラン賞●小田島�広仁（仙北市）
地域の資源をフル活用！ 誰にでも優しい旅企画&最高の思い出
を作ります!!

グッドプラン賞●佐藤�秀一（秋田市）
「働く人」のメンタルヘルス推進事業

グッドプラン賞●中村�新（秋田市）
秋田をブランディングし世界へ

グッドプラン賞●藤田�栞（秋田市）
GO!GO!ハピネッツ　進め!ブラウブリッツ　トライ!ノーザンブ
レッツ　んだどもやっぱり秋田は野球だべ！〜野球の楽しさと
奥深さを伝えたい　もっと秋田の野球を盛り上げたい

グッドプラン賞●二田�雪絵（秋田市）
「香り」で秋田を元気に!!
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